
9.松本盆地 
3.関東地方 

 

 

地形・地質 

松本盆地は，飛騨山脈と中山山地に挟まれた盆地で，長さおよそ 48km，平均幅

10km，約 480km2 の面積を占め，南北に細長い形をしています。盆地の周縁部に

は，扇状地および段丘が良く発達しています。 

地下水 

松本盆地の有能な帯水層は更新世の砂礫層で，盆地の北部では扇状地砂礫層，南

部では波田礫層が採水の主体となっています。 

松本盆地の第四紀層序 

 



 

 

松本盆地の地質図と南部地区の地質断面図（東西方向） 

出典 日本の地下水（農業用地下水研究グループ,1986）（一部加筆） 

 「日本の地下水」では全国の地下水盆の概要が紹介されています。各地下水盆の概要を 

 紹介している頁と関連する論文等を、下記の Web ページで閲覧できます。 

  https://jagh.jp/activities/groundwater_database/（日本地下水学会） 

 

https://jagh.jp/activities/groundwater_database/

